
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































18 有泉貞夫(1976)『岩波講座 日本歴史17 近代4』岩波
書店，pp.225-226によると，「国家の要請する日露戦後経
―２８―
営の負担に耐えられるあらたな挙国一致体制を築くため，
末端町村の内部組織・習俗を徹底的に鋳直すことを目差し
た軍部および国家官僚の地方への働きかけであった。…
（略）…1906年の地方長官会議で，内務省は府県知事に対
し，次の事項を地方行政の緊急重要課題として提示した。
…（略）…これらは部分的には日露戦前・戦中にも実施さ
れていたが，あらためて全国的に強力に推進する方針が打
ち出された。そして1908年10月『戊申詔書』発布を合図に
空前の国民教化・生活改善運動が展開されることになっ
た。」とある。
19 曽根幸一(2005)『子う取り婆さんの研究：讃岐血税反対
一揆私論』pp.147-172
20 保坂智(2006)『百姓一揆の研究』吉川弘文館，p.184
21 前掲（14），p.93
22『社会科中学生の歴史』(2012)帝国書院，p.154
23「違式かい違条例図解」国立国会図書館HP「近代デジタ
ルライブラリー」
24 宮崎正勝(1995)「歴史教育におけるイメージ形成とイ
メージ的思考に関する基礎的考察」日本社会科教育学会
『社会科教育研究』No.73，pp.1-11
25 同上，pp.1-11
26 大森照夫(1986)『新社会科教育基本用語辞典』明治図書，
pp.177-179を参考にした。歴史意識は歴史認識の前提とし
て重視されるものである。その内容として(1)時間意識(2)
変遷意識(3)因果意識(4)連続と非連続の意識(5)歴史的課
題意識(6)未来意識の６つに分類している。
27 ＮＨＫ取材班(1998)『堂々日本史15』ＫＴＣ中央出版，
pp.64-110を参考にした。
28 竹村公太郎(2014)『日本史の謎は「地形」で解ける【文
明・文化編】』PHP研究所，pp.44-47
29（筆者撮影）香川県三豊市豊中町にある。
（主要参考文献）
安達一紀『人が歴史とかかわる力－歴史教育を再考する』
教育史料出版会，2000年
加藤公明『考える日本史授業』地歴社，1995年
加藤公明『日本史討論授業のすすめ方』日本書籍，2000年
戸田善治「社会科における歴史認識の育成」『新時代を拓
く社会科の挑戦』第一学習社，2006年
梅津正美「歴史的分野の内容と学習指導」『中学校社会科
教育』社会認識教育学会編，学術図書出版社，2010年
梅津正美「社会史に基づく教材開発」『歴史学習における
新しい教材の開発研究』日本教材文化研究財団，1999年
田尻信壹「『１９世紀アメリカ合衆国南部諸州の紙幣に描か
れたアフリカ系アメリカ人のイメージ』の授業化」『多文
化社会アメリカを授業する―構築主義的授業づくりの試
み―』多文化社会米国理解教育研究会，2005年
原田智仁「歴史リテラシーの可能性（1）～（7）」『中等教
育資料』ぎょうせい，2002年12月号～2004年4月号
Ｋ.Ｊ.ガーゲン『社会構成主義の理論と実践：関係性が現
実をつくる』ナカニシヤ出版，2004年
―２９―
資料編 学習指導案と板書
―３０―
第４時の学習指導過程
教師の指導・支援使用する資料学習内容および学習活動
殉職した二人の邏卒が神社に祀られ
ていることを写真で説明する。
簡潔に整理したものを示す。
西讃竹槍騒動に対して，約100年前で
は一揆の首謀者が義民として祀られて
いることの違いに気づかせる。
内浜霊神社写真
年表
讃州百姓一揆史
権兵衛神社の写真
１ 前時の学習を振り返りつつ，その
後の動きを知る。
２ 西讃寛延一揆（1750年）を知る。
（郷土の小村田之助も簡単に触れ，
想起させる。）
３ 学習課題を設定する。
時代が変わったことで，義民として
オープンに祀ることができたことを確
認する。
文明開化が進められている明治時代
では，一揆は野蛮なものと見なされる
ようになった。
慰霊祭や神社建立は，ともに明治40
年前後に行われたということに注目さ
せる。
日清，日露戦争についても簡単に触
れ，村民統合・安定のシンボルとして
語られていたことに気づかせる。
上記のような歴史の叙述を踏まえた
上で，自分はその歴史観（一揆の評価）
を納得できるかどうかを文章にまとめ
させる。
ワークシート
年表
学問のすゝめ
教育勅語
内浜霊神社碑文
ワークシート
４ 予想する。
５ （検証１）違いの理由について考え
る。
６ （検証２）共通点について考える。
７ 学習課題に対するまとめを行う。
第４時の学習指導過程
なぜ，一方は愚民として，他方は義民として語られているのだろうか？
